
（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学用）

大項目 小項目

生徒理解の深化と
共有化、達成感１０
０％

日課の改善による
生徒と触れあう時
間の確保
年３回以上の面
談の実施と各部
会等での情報の
交換

B

朝会を週２回実施
とし、生徒との触
れあう時間を増し
た。担任を中心
に、生徒面談等積
極的に行った。職
員間の情報の共
有等、大変スムー
ズに行っている。

生徒の理解度に応
じた学習指導の実
践、学習不安による
不登校傾向生徒０

放課後、学習指導
の時間を確保し、
全職員の共通理
解のもと活用す
る。

B

放課後の時間の
活用については、
有意義な活用が
できた。

部活動の活性化、
九州大会、全国大
会への出場者数増

適切な部活動の
指導に努め、外部
指導者の協力を
得て、活気ある部
活動の指導に当
たる。

B

部活動に熱心に
取り組むことがで
き、県大会出場を
果たした。

学校の更なる魅
力化

入学者選抜のお
ける志願者増

宇土中の卒業生の
１００％宇土高入
学、県立中学校入
学者選抜における
倍率2.0倍

中高連携した生
徒理解と面談等、
進路指導の実践、
中学校説明会の
実施

B

県外の高校へ１
人進学した。中学
校の説明会では、
生徒会を中心に
学校紹介等行うこ
とができた。入学
者選抜における
倍率1.9倍

成果と課題

１　学校教育目標
　熊本県教育委員会の「平成２９年度県立中学校・高等学校における教育指導の重点」及び「平成２９年度人権教
育取組の方向」等を中心に据えながら、本校建学の精神である「質実剛健」のもと９７年の伝統を継承しつつ、中高
一貫教育校として新たな発展と創造をめざす。
   全職員は教育者としての自覚と使命感、教育的愛情と人権感覚を持ち、資質と指導力の向上に努め、生徒一人
ひとりの個性を伸ばしながら、知・徳・体の調和が取れ、自ら学び、自ら考え、自ら行動し、たくましく生きる力を備え
た将来のリーダーとなる青年の育成に努める。
   中高一貫教育校としての利点を生かし、効果的な教育のあり方を研究するとともに、地域との連携をより一層深
め、地域に開かれた特色ある学校づくりに努める。

２　本年度の目標
①全職員が、資質と指導力の向上に努め、生徒一人一人を理解し、その個性を伸ばしながら、知・徳・体の調和が
取れ、自ら学び、考え、行動する、たくましく生きる力を備えた将来のリーダーを育成する。
②中高一貫教育校として、魅力ある教育課程の研究を推進し、宇土校ならではの教育活動を展開する。
③地域との連携をより一層深め、地域に開かれた特色ある学校づくりに努める。

具体的目標 具体的方策

３　自己評価総括表
評価項目

熊本県立宇土中学校　平成２９年度学校評価表

評価の観点

生徒一人一人の
活動の場の設定

個性の輝く教育活
動の実践

学校
経営

評価



授業の充実と学
習意欲の向上

全ての生徒が意
欲的に参加する
授業の実践

生徒の理解度及び
満足度９０％の達成

年間授業時数の
確保
ＡＬ型授業、ＩＣＴ活
用授業の推進
研究授業の充実

Ａ

授業評価を見て
も、生徒・教師の
授業に対する意
識は高まっている
と感じる。土曜授
業改革など次年
度につながる改革
案はまとまった
が、ＳＳＨⅡ期申
請と併せて授業
改革の中味（探究
の問いから始まる
授業）の具体的方
策を考えていく必
要がある。

自学力の育成
宅習時間の確保
と内容の充実

宅習時間の確保（平
日：２時間以上、休
日：４時間以上）

宅習時間調査の
充実（年２回→年
４回）
授業評価の検証
と授業の改善

Ｂ

授業評価を通じて
各教科・各クラス
の現状分析は共
有できているが、
自学力の育成に
ついては、教務と
して率先して対策
を講じているわけ
ではなく、学年や
教科に任せている
ところが大きいの
で、抜本的な改革
のためには教務
で具体的な方策
を示す必要がある
と感じている。

望ましい勤労観・
職業観の育成

将来の展望を持ち、
夢の実現に向けて
努力する態度の育
成、生徒の達成感
90％以上

職業講話、職場体
験、系統的な進路
研究

Ａ

１年生は、初期指
導を丁寧に行っ
た。総合的な学習
の時間を活用した
職業講話等、好評
であった。

進路意識の向上
と高校卒業後の
進路目標の設定

進路目標の設定、
生徒の90％以上

大学入試に関す
る情報の提供
保護者会、二者面
談、三者面談の実
施
高校進路指導部
との連携、パネル
ディスカッションの
実施

Ｂ

生徒・保護者会へ
の進路講話の充
実。タイムリーな
進路情報の提供。
中高６年間での指
導方針の明確化。
中高の職員で話
をする場面はまだ
少ない。中高の職
員が共通認識の
下指導するよう、
教科会を中心に
話し合う機会を増
やす。

キャリ
ア教

育（進
路指
導）

6年間を見通した
とキャリア教育

学力
向上



服装・あいさつ・
掃除の徹底

全職員による生徒
指導、生徒に寄り
添った配慮ある対応
の実践、充実度９
０％以上

指導の全場面で
の「凡事徹底」
学年集会時の整
容指導及びその
後の指導の徹底、
生活委員会のあ
いさつ運動の実施
PTAあいさつ運動
との連携

Ｂ

生徒指導におけ
る職員間、学年間
の温度差がなくな
るような雰囲気を
作っていきたい。
服装検査の回数
については、来年
度は学期始めと
定期考査最終日
に実施したい。あ
いさつ運動はＰＴ
Ａと連携し、今後
も継続していきた
い。

交通ルールの遵
守とマナーの向
上

交通マナーの充実９
０％以上、交通事故
０

学期始めにおける
交通指導、啓発用
のチラシの作成と
掲示、交通安全講
習会の実施

Ｂ

交通指導は生徒
指導部、委員会活
動により、最近は
苦情もなくなった
が、引き続き徹底
を図り、生徒が加
害者にも被害者
にもならないよう
取り組みたい。

生徒会中心の行
事の運営

生徒会主催の行事
の企画・運営の充
実、達成感９０％以
上

体育祭、文化祭、
クラスマッチの見
直しによる内容の
充実

Ｂ

体育祭、文化祭等
については、大変
好評で生徒の達
成感も高いが、ま
だまだ改善の余
地を残している。

各種委員会活動
の活性化

目標の明確化、生
徒自ら動く委員会活
動の実践、達成感９
０％以上

計画的な生徒会
執行部と各種委
員会との合同会
の実施、各種委員
会の主体的な活
動・活性化

Ｂ

交通委員会の交
通マナー指導等
積極的に活動して
いる委員会もある
が、全体的には活
動状況に差が見
られる、次年度は
生徒会と連携を深
め積極的に取り組
めるよう考えてい
きたい。

命を大切にする
心を育む指導

他人を思いやり、
いじめや差別を
許さない態度の
育成

人権意識、自尊感
情の向上、自己肯
定感９０％以上、い
じめ０

人権教育学級活
動や全ての教科
において、教師は
もちろん生徒相互
間でも認め褒め励
ます教育活動に
取り組む。

Ｃ

いじめの件数につ
いて中学では４件
あった。学校とし
て認知したものは
中学２件だった。
継続性はないが、
学校全体でいじめ
を起こさせないた
めの環境や教育
など予防的取組
がより一層必要で
ある。

生徒
指導

基本的生活習慣
の確立

自主性や社会性
及び公共性を身
につける

人権
教育
の推
進



職員研修の充実
人権教育の基本
的認識の確認と
実践力の向上

職員研修の実践、
校外の研修に全員
参加、人権レポート
の全員作成

教育実践の交流
等の研修を行い、
人権問題に関す
る深い認識と実践
力を併せ持った教
職員の集団づくり
に取り組む。

Ａ

人権教育の職員
研修を校内外とも
機会を設け、有意
義な研修を行うこ
とができた。職員
に人権レポートを
書いてもらう教育
実践の交流研修
の取組では昨年
度よりも提出率が
向上した。人権問
題に関する深い
認識と実践力を併
せ持った教職員
の集団づくりに資
する取組ができ
た。

いじめ問題対策マ
ニュアル等の周
知

全職員の共通理
解と運用

いじめ問題対策マ
ニュアル等に関する
職員研修について、
有用感１００％

ゆうｎｅｔを活用し
た研修の実践、全
員の感想を得て
返しを行う。

Ｃ

「心のアンケート」
の生徒の意見か
ら、生徒や職員の
いじめ問題防止に
対する課題が分
析できた。その課
題の解決に向け
た具体的な実践
が求められてい
る。今後、学校全
体でいじめ問題の
解決に取り組むと
いうリーダーシッ
プと雰囲気作りが
重要である。

いじめ防止対策
協議会の運営

全職員の共通理
解と運用

全職員による共通
理解と外部専門化
等と連携した対応の
実践、いじめ解消１
００％

いじめと認知した
事案に対する関
係者の連携と適
切な対応、いじめ
防止対策協議会
の適切な運営（年
３回）

Ｂ

心のアンケートの
事案については
面談等実施し解
消できたが、ＳＮＳ
上で起きている事
案に対しては見え
づらく、指導も手
遅れになるケース
も多く、情報安全
教育が必要であ
る。

学校評議員会の
充実

年２回の開催、満足
度９０％以上

学校評価に関す
るｱﾝｹｰﾄの項目
の精選、意見交換
のための時間確
保

A

学校評価と連動し
た内容になり効率
が良くなった。他
の分掌での調査
資料も合わせて
評議員会に提示
できるようにする。

防災型学校運営
協議会の充実

年３回の開催、満足
度９０％以上

避難訓練の回数
増と避難経路の
周知徹底､人員確
認方法等の改善
と臨機応変な対
応

B

次年度は、各学期
１回内容を絞って
開催する。１学期
（津波）２学期（火
災）３学期（防災
関連の講演）

いじ
めの
防止
等

地域
連携

（ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ・ｽ
ｸｰﾙ
など）

人権
教育
の推
進

地域に開かれた
学校づくり



ＨＰ・ブログ配信
の充実

見やすいＨＰの作成
と充実、ＨＰ・ブログ
ともに１日の閲覧２
００回以上

HPのデザイン・レ
イアウトの改善、
ブログ活用の啓
発と徹底

C

HP及びブログ更
新は、役割分担が
不十分で、充実し
た運営とはいかな
かった。練り直し
が必要な部分とい
える。

読書活動の活性
化

貸し出し数の増
加

生徒一人当たりの
年間貸し出し数１０
冊以上

校内読書月間の
実施(７月、１２月）
特設図書コー
ナー設置や展示
の工夫改善

A

４月から２月まで
の貸出冊数は一
人当たり18冊で
あった。中学7,832
冊（一人当たり
30.9冊）、高校
3,837冊（一人当た
り5.4冊）

探究活動の拠点
としての役割強化

図書館の利用者
数の増加

１日当たりの図書館
来館者数１５０人以
上

広報誌「らいぶら
りぃたいむず」の
定期的発行
ホームページ及び
ブログでの情報発
信

A

４月から２月まで
の一日当たりの来
館者数は190人で
あった。図書委員
の生徒と共に、利
用しやすい図書
館の雰囲気作り
に努める。

環境教育の推進
学校版環境ＩＳＯ
取組の充実

環境問題に関する
意識の向上９０％以
上

保健だよりの発
行、省エネ(消灯
等)の呼びかけ、
ゴミの分別の周知

A

保健だよりの発
行・安全点検は同
程度。保健室での
部会で、教育相
談、人権教育の主
担と情報交換を
行ったが、さらに
連携を密にした
い。諸問題を分析
する組織になれ
ばと思う。

学習環境の整備
学習に適した環
境づくりの充実

清掃活動に主体的
に取り組む生徒増、
清掃活動の達成感
９０％以上

美化コンクールの
実施(年2回）、清
掃マニュアルの作
成と徹底、掃除監
督による具体的な
指示の徹底

A

新しい取組として
外庭掃除用具と
保管場所の管理
を強化した。水曜
日に美化委員が
チェック、木曜日
～火曜日までに、
校内美化チーム
が補充という活動
を継続中。美化コ
ンクール審査組織
をより機能化し
た。ペットボトル
キャップ回収参
加。

SSH 探究活動の充実
探究活動を通し
た科学的な興味
関心の深化

科学に関する探究
活動の基礎基本の
習得、達成感90％
以上
科学展等の大会へ
の参加者増、入賞
者増

卒業論文の作成
(3年)、学年での
発表、SSH研究成
果発表会での発
表
科学展、科学の甲
子園への参加、高
校科学部との交
流、高校職員(理

A

高校科学部との
交流も盛んにな
り、中学生も九州
大会等で発表し、
最優秀賞受賞に
貢献した。

地域
連携

（ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ・ｽ
ｸｰﾙ
など）

図書
館活
動

環境
教育

地域に開かれた
学校づくり



中高合同の生徒理
解と支援の充実
進路変更者数の減
少

生徒理解研修、教
科担当者会を行
い、情報の共有化
を図る。ＳＣとの連
携、別室登校制度
等の活用

C

生徒理解研修に
ついては、外部講
師を招き理解を深
め特別支援教育
全般に理解を深
めることができ
た。今後の研修の
在り方に大きな参
考になった。
別室登校の準備
については、早急
に対応したい。

中高一貫した教科
指導、進路指導の
充実
いわゆる中抜け０

中高の教科研修
会、中高の進路検
討会の実施

B

中高合同の教科
会を検討中。
中高の進路検討
会についても、連
動して内容等の
検討をしたい。

体育祭、文化祭等
における一体感の
醸成
肯定感90％以上

中高の教科研修
会、中高の進路検
討会の実施
生徒会を中心とし
た行事の企画と
実践、全校集会等
でのエールと校歌
斉唱等

A

体育祭、文化祭
等、生徒の肯定感
は高い。体育祭に
ついては、授業時
間の確保と関連し
てより良い体制づ
くりを検討中。
文化祭について
も、行事の見直し
という枠の中で検
討したい。
エール・校歌斉唱
については、伝統
として継続した
い。

中高の生徒、保護
者の一体感のある
行事の充実
肯定感90％以上

生徒、保護者とも
に参加できる行事
の開催、高校生に
よる中学生の支
援等の実施

A

保護者の協力が
あり、大変盛り上
がっている。強歩
会でも御協力をお
願いしたい。
高校生による中学
生への学習支援
など、取組を検討
したい。

教育内容の研究
及び実践

中高
一貫
教育

中高６年間の系
統的な教育活動
の推進

中学校と高校の
融合的な活動の
推進

合同の行事の活
性化、連携した生
徒会活動等の実
施

４　学校関係者評価

　中高６年間を見通した教育活動と高校３年間の教育活動との関連性において、中進生と高進生が互いに認め合
いながら育ってほしい。キャリア教育が充実すれば、学習意欲も高まり、宅習時間等も増えていくのではないか。宅
習時間については、課題の質・量ともにバランスを含めて今後、検証していってほしい。また、教員と生徒との対話
が充分に行われ、生徒のストレスを緩和する手立て等、確認と検証をお願いしたい。

５　総合評価

　部活動や探究活動に熱心に取り組んでおり、校内でのスパーサイエンスハイスクール研究成果発表会では高い
評価を得た。また、授業改善に積極的に取り組んでおり、生徒の評価も高い。生徒の多様化が進む中、中学部、学
年団を中心に生徒一人一人に寄り添い対応した。
　年間を通して、行事等の改善等を進め、職員の負担感軽減に努めるとともに、生徒が学習活動や部活動に集中
できるよう取組の改善を図った。生徒募集の面で志願者減を招いており、大きな課題を残した。



　授業の更なる改善と同時に、自宅学習を含めた生徒の自主的な学びをどう展開させるのか、中学校を終えて、高
校卒業後の進路目標達成に向けての学習と併せて、生徒が自身の学びをどう構築していくのか、生徒に寄り添い
ながら丁寧な指導とアドバイスに努める。
　中高６年間または、３年間の学習活動について、中高合同教科会を中心に、学びの道筋について情報の共有と
改善に努める。特に、１学期の学習習慣のある基本的な生活習慣の確立に、中学部、高校学年団を中心に、最優
先して取り組む。
　特別な配慮を要する生徒を始め、生徒の近況等について、関係する部署で連携し、その都度適切な対応に努め
る。生徒との対応等について、職員研修等を通して教職員の研鑽に努める。
　年間行事の改善については、１学期から検討を進め、確実なPDCAサイクルの実践に努める。

６　次年度への課題・改善方策


